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も
関
わ
ら
ず
魅
力
的
な
換
金
作
物
（
外
貨

を
稼
げ
る
農
作
物
）
に
な
っ
て
い
っ
た
。

特
に
マ
ラ
ウ
イ
は
、
品
質
の
良
い
大
麻
産

地
と
し
て
「
マ
ラ
ウ
イ
・
ゴ
ー
ル
ド
」
と

い
う
名
で
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
世
界

で
９
番
目
に
広
大
な
マ
ラ
ウ
イ
湖
の
食
用

魚
テ
ィ
ラ
ピ
ア
（C

ham
bo

）、
紅
茶

（Com
be

）と
並
ん
で
、大
麻
草（Cham

ba

）

は
マ
ラ
ウ
イ
名
物
に
な
り
、
チ
ェ
ワ
語
表

記
の
頭
文
字
を
と
っ
て
「
３
Ｃ
」
と
呼
ば

れ
て
い
る
。

馴
染
み
の
な
い
ヘ
ン
プ 

難
航
し
た
合
法
化

マ
ラ
ウ
イ
国
内
で
大
麻
草
と
言
え
ば
、

Ｔ
Ｈ
Ｃ
濃
度
の
高
い
イ
ン
ド
大
麻
（
チ
ャ

ン
バ
）
の
こ
と
で
、
Ｔ
Ｈ
Ｃ
濃
度
の
低
い

ヘ
ン
プ
に
は
全
く
馴
染
み
が
な
か
っ
た
。

ヘ
ン
プ
の
有
用
性
と
可
能
性
に
着
目
し
た

の
は
、
森
林
保
護
と
雇
用
創
出
の
た
め
に

レ
モ
ン
ユ
ー
カ
リ
油
な
ど
の
精
油
事
業
を

２
０
０
６
年
か
ら
展
開
し
て
い
た
社
会
企

業
家
の
タ
ニ
ア
・
ク
ラ
ー
ク
女
史
だ
っ
た
。

チ
ャ
ン
バ
と
の
違
い
を
説
き
、
人
々
の
誤

解
を
解
く
こ
と
か
ら
彼
女
の
活
動
は
始
ま

っ
た
。
13
年
にInvegrow

社
を
設
立
し
、

政
府
に
働
き
か
け
て
、
15
年
秋
に
首
都
リ

ロ
ン
グ
ウ
ェ
に
あ
る
農
業
研
究
サ
ー
ビ
ス

局
（
Ｄ
Ａ
Ｒ
Ｓ
）
の
支
援
の
下
で
、
チ
テ

ッ
ド
ズ
農
業
研
究
所
の
約
４
ha
の
畑
で
4

年
間
の
試
験
栽
培
を
す
る
こ
と
が
認
め
ら

れ
た
（
図
２
）。

た
の
は
少
な
く
と
も
１
０
０
０
年
前
で
、

そ
の
地
は
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
島
と
地
中
海
沿

岸
と
言
わ
れ
て
い
る
。
文
献
的
な
証
拠
は

19
世
紀
に
な
っ
て
か
ら
の
も
の
が
最
も
古

く
、
お
も
に
喫
煙
や
植
物
薬
と
し
て
の
利

用
が
載
っ
て
い
る
。

だ
が
、
19
世
紀
と
い
え
ば
、
ア
フ
リ
カ

で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
植
民
地
化
が
進
ん

だ
時
代
と
重
な
る
。
大
半
の
植
民
地
政
府

は
、
１
９
２
５
年
の
第
二
あ
へ
ん
条
約
で

イ
ン
ド
大
麻
草
の
国
際
規
制
が
制
定
さ
れ

る
前
に
大
麻
草
の
取
り
扱
い
を
禁
止
し

た
。
自
国
で
ア
ル
コ
ー
ル
や
タ
バ
コ
と
い

っ
た
嗜
好
品
の
普
及
に
よ
り
怠
け
る
人
が

増
加
し
た
事
実
を
無
視
し
て
、
植
民
地
の

住
人
が
大
麻
草
の
嗜
好
的
利
用
に
よ
っ
て

怠
け
、
労
働
生
産
性
の
低
下
を
招
く
と
考

え
、
住
民
を
統
治
す
る
手
段
と
し
て
大
麻

草
の
利
用
を
禁
じ
た
の
で
あ
る
。
１
８
９

１
年
に
イ
ギ
リ
ス
保
護
領
と
な
っ
た
マ
ラ

ウ
イ
で
も
、
１
９
１
２
年
に
イ
ン
ド
大
麻

草
の
製
剤
と
輸
出
入
に
規
制
が
課
せ
ら
れ

た
。そ

の
後
、
マ
ラ
ウ
イ
が
イ
ギ
リ
ス
連
邦

加
盟
国
と
し
て
独
立
を
果
た
し
た
の
は
１

９
６
４
年
。
大
麻
草
の
国
際
規
制
を
強
固

な
も
の
に
し
た
１
９
６
１
年
麻
薬
単
一
条

約
が
制
定
し
た
後
の
こ
と
で
あ
る
。
北
米

の
ベ
ト
ナ
ム
反
戦
運
動
か
ら
発
し
た
70
年

代
ヒ
ッ
ピ
ー
文
化
に
よ
っ
て
世
界
中
に
広

が
っ
た
大
麻
喫
煙
の
風
習
は
、
貧
し
い
ア

フ
リ
カ
諸
国
の
農
民
に
と
っ
て
、
違
法
に

マ
ラ
ウ
イ
共
和
国
は
ア
フ
リ
カ
大
陸
の

南
東
部
に
あ
り
、
三
方
を
タ
ン
ザ
ニ
ア
、

モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
、
ザ
ン
ビ
ア
に
囲
ま
れ
た

内
陸
国
で
あ
る
（
図
１
）。
北
海
道
と
九

州
を
合
わ
せ
た
国
土
面
積
を
有
し
、
人
口

は
１
８
６
２
万
人
。
歴
史
的
に
英
国
の
保

護
領
だ
っ
た
こ
と
か
ら
英
語
と
主
要
民
族

の
チ
ェ
ワ
語
が
公
用
語
に
な
っ
て
い
る
。

労
働
人
口
の
約
80
％
が
農
業
に
従
事
す

る
農
業
国
だ
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
平
均

０
・
８
ha
の
小
規
模
農
家
で
あ
る
。
主
食

用
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
ほ
か
、
タ
バ
コ
や

紅
茶
、
砂
糖
、
コ
ー
ヒ
ー
等
の
農
産
物
が

全
輸
出
貿
易
額
の
８
割
を
占
め
る
。
た
だ

し
、
世
界
銀
行
に
よ
る
と
、
直
近
２
０
１

９
年
の
一
人
当
た
り
国
民
総
所
得
（
Ｇ
Ｎ

Ｉ
）
は
３
８
０
米
ド
ル
（
約
４
万
１
８
０

０
円
）
で
、
世
界
１
９
４
カ
国
中
１
９
３

位
と
最
も
貧
し
い
国
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

大
麻
草
は
違
法
で
も 

魅
力
的
な
換
金
作
物

大
麻
草
が
ア
フ
リ
カ
大
陸
に
や
っ
て
き

マラウイ
アフリカ最貧国の挑戦
ヘンプを“稼げる農作物”に

第  回42
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図１： マラウイ共和国の周辺地域

タンザニア

モザンビーク

ザンビア
リ
ロ
ン
グ
ウ
ェ

リ
ロ
ン
グ
ウ
ェ
●●

ジンバブエ



51 農業経営者 2021 年 6 月号

こ
の
大
麻
法
の
特
徴
は
、
Ｔ
Ｈ
Ｃ
１
％

以
下
の
産
業
用
ヘ
ン
プ
と
医
療
用
大
麻
を

同
時
に
法
整
備
し
た
こ
と
で
あ
る
。
た
だ

し
、
現
地
農
民
の
換
金
作
物
と
な
っ
て
い

る
嗜
好
用
大
麻
の
チ
ャ
ン
バ
は
対
象
外

で
、
違
法
の
ま
ま
で
あ
る
。
ヘ
ン
プ
栽
培

に
は
年
間
で
申
請
料
と
免
許
料
合
わ
せ
て

27
万
５
０
０
０
円
が
、
医
療
用
大
麻
だ
と

１
２
１
万
円
が
か
か
る
（
表
１
）。
前
述

の
と
お
り
、
居
住
者
が
国
内
外
か
ら
1
年

間
に
得
た
所
得
の
合
計
を
意
味
す
る
Ｇ
Ｎ

Ｉ
が
約
４
万
円
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と

極
め
て
高
額
で
あ
る
。
日
本
の
一
人
当
た

り
Ｇ
Ｎ
Ｉ
４
５
４
万
円
（
世
界
第
28
位
）

に
照
ら
す
と
、
ヘ
ン
プ
を
栽
培
す
る
た
め

に
毎
年
約
３
０
０
０
万
円
の
免
許
料
が
か

か
る
計
算
に
な
る
。
つ
ま
り
、
農
家
単
体

で
は
な
く
、
協
同
組
合
や
外
国
資
本
と
連

携
し
て
栽
培
や
加
工
を
手
掛
け
る
企
業
体

か
ら
の
申
請
を
想
定
し
た
価
格
設
定
に
な

っ
て
い
る
。

う
ア
イ
デ
ア
で
あ
る
。
実
際
にInvegrow

社
は
、
南
ア
フ
リ
カ
の
ヘ
ン
プ
企
業
と
組

ん
で
ヘ
ン
プ
食
品
や
ヘ
ン
プ
化
粧
品
を
販

売
す
る
取
り
組
み
に
着
手
し
て
い
る
。
ま

た
、
同
レ
ポ
ー
ト
で
は
、
作
付
面
積
当
た

り
の
農
家
収
入
の
試
算
を
他
の
換
金
作
物

と
比
較
し
、
ヘ
ン
プ
が
“
稼
げ
る
農
作
物
”

で
あ
る
こ
と
を
示
し
た（
表
２
）。
同
時
に
、

課
題
と
し
て
先
進
国
市
場
に
必
要
な
適
正

農
業
規
範
（
Ｇ
Ａ
Ｐ
）
の
取
得
と
、
製
造

お
よ
び
品
質
管
理
基
準
（
Ｇ
Ｍ
Ｐ
）
に
準

拠
し
た
加
工
施
設
の
整
備
を
挙
げ
て
い
る
。

21
年
度
か
ら
本
格
的
に
整
備
さ
れ
た
免

許
制
度
の
も
と
、Invegrow

社
は
33

ha
の

施
設
園
芸
栽
培
で
ヘ
ン
プ
種
子
オ
イ
ル
と

Ｃ
Ｂ
Ｄ
オ
イ
ル
の
事
業
化
を
進
め
て
い
る
。

世
界
的
な
禁
煙
の
流
れ
で
同
国
の
主
要
な

輸
出
産
業
で
あ
る
葉
タ
バ
コ
生
産
が
長
期

的
な
下
落
傾
向
に
あ
る
な
か
で
、
ヘ
ン
プ
産

業
が
貧
困
改
善
に
ど
こ
ま
で
貢
献
で
き
る

の
か
。挑
戦
は
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
だ
。

マ
ラ
ウ
イ
は
栽
培
に
特
化
し 

輸
出
先
で
原
料
加
工
を

民
間
の
動
き
と
し
て
は
、
ヘ
ン
プ
と
医

療
用
大
麻
の
ど
ち
ら
も
取
り
扱
う
工
芸
作

物
協
会
（
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
が
発
足
し
た
。
大
麻

法
で
規
定
さ
れ
た
基
本
的
情
報
に
加
え

て
、
マ
ラ
ウ
イ
科
学
技
術
大
学
医
学
部
の

ガ
マ
バ
ン
ダ
ウ
ェ
博
士
に
よ
る
解
説
動
画

を
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
で
発
信
し
て
い
る
。

さ
ら
に
国
連
大
学
世
界
開
発
研
究
所

は
、
マ
ラ
ウ
イ
の
ヘ
ン
プ
産
業
に
つ
い
て
、

国
境
を
越
え
た
事
業
化
の
可
能
性
を
調
査

し
、
20
年
に
レ
ポ
ー
ト
を
公
表
し
た
。
ヘ

ン
プ
は
、
同
国
の
輸
出
産
品
で
あ
る
葉
タ

バ
コ
と
比
べ
て
、
農
家
が
加
工
せ
ず
に
出

荷
で
き
な
い
た
め
、
需
要
と
供
給
の
見
合

う
南
ア
フ
リ
カ
と
流
通
チ
ェ
ー
ン
を
組
む

こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。
マ
ラ
ウ
イ
は
栽

培
に
特
化
し
、
そ
の
原
料
加
工
を
工
業
化

が
進
ん
で
い
る
南
ア
フ
リ
カ
が
担
う
と
い

ま
ず
、
輸
入
し
た
10
品
種
を
栽
培
し
、

マ
ラ
ウ
イ
基
準
局
が
求
め
た
Ｔ
Ｈ
Ｃ
濃
度

１
・
０
％
以
下
で
健
康
に
害
を
及
ぼ
さ
な

い
値
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た
、

栽
培
試
験
中
に
畑
を
ベ
ー
ス
に
し
た
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、
ヘ
ン
プ
オ
イ
ル

な
ど
の
食
品
の
試
作
開
発
、
ヘ
ン
プ
の
茎

を
砕
い
た
チ
ッ
プ
を
使
っ
た
ヘ
ン
プ
ハ
ウ

ス
づ
く
り
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
普
及
啓
発

活
動
を
展
開
し
た
。

さ
ら
に
タ
ニ
ア
女
史
は
、
国
会
議
員
へ

の
働
き
か
け
を
仲
間
と
共
に
行
な
い
、
16

年
に
は
議
会
が
ヘ
ン
プ
の
合
法
化
法
案
を

動
議
す
る
と
こ
ろ
ま
で
取
り
付
け
た
。
試

験
栽
培
の
実
績
と
普
及
啓
発
の
成
果
、
そ

し
て
世
界
的
な
大
麻
合
法
化
の
波
は
、
マ

ラ
ウ
イ
議
会
を
後
押
し
し
た
。そ
の
結
果
、

Ｔ
Ｈ
Ｃ
濃
度
が
１
・
０
％
を
超
え
る
医
療

用
大
麻
の
扱
い
を
加
え
た
「
大
麻
法
第
６

号
２
０
２
０
」が
20
年
２
月
に
可
決
さ
れ
、

同
年
５
月
に
発
効
し
た
の
だ
。

図２：試験栽培の様子（中央がタニア女史）

表１： マラウイの大麻法が規定した申請料および免
許料（１米ドル＝110円で換算）

出典：マラウイ工芸作物協会

表２：換金作物の1ha当たりの農家収入試算

出典：  国連大学世界開発研究所ワーキングペーパー
『Initial considerations for the creation of an inter-
regional industrial hemp value chain between 
Malawi and South Africa』

※ 収益には、人件費を含めて計算されるが、ほとんど
のマラウイの小規模農家は無給の家族労働を利用
しているため、実際の収益は過小評価されている

出典：マラウイ工芸作物協会
（https://www.ica-malawi.org）

1．申請料

（a）医療用大麻 110,000円

（b）産業用大麻 　55,000円

2．免許料

（a）栽培及び販売

   （i）医療用大麻 1,100,000円

   （ii） 産業用大麻 220,000円

（b）加工

   （i）医療用大麻 1,100,000円

   （ii） 産業用大麻 55,000円

（c）店舗販売 55,000円

（d）卸販売（輸送） 308,000円

（e）大麻由来薬物を管理する病院・クリニック

　（i）民間病院 55,000円

   （ii） 公的病院 22,000円

（f）大麻由来薬物の保管・販売

　（i）民間病院 22,000円

   （ii） 公的病院 11,000円

作物名 1ha当たり農家収入

大豆 33,532円

パプリカ 8,426円

唐辛子 56,808円

タバコ（独立生産者） 10,056円

タバコ（契約栽培者） 60,885円

ヘンプ（種子） 97,851円

ヘンプ（CBDオイル）※ 815,430円

ヘンプ（繊維） 50,013円


